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コロナ禍の世界とつながる
国内外14 カ国で緊急支援
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新型コロナ感染予防のための石けんを受け取った

南スーダン難民の子どもたち （ウガンダ）
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　  コロナ禍の世界とつながる
       国内外14 カ国で緊急支援　　　　　パキスタン

  コロナ禍で現金収入が断たれたり減ったりした障

がい児家庭約 170 世帯に、 食料と衛生用品、 そ

れぞれの家庭のニーズに応じた支援物資を配付し

ました。 各家庭に配るマスク作りと物資の配達を

一部の障がい児の保護者に依頼し、 その謝礼を支

払うことで、 経済的に困窮した障がい児家庭の生

活が少しでも楽になるようにサポートしています。

● ラオス

● カンボジア

● アフガニスタン

● タジキスタン

● シリア

● ケニア

● ザンビア

● イタリア

支援を実施したそのほかの国

　2020 年初頭から世界中に感染拡大した新型コロナウイルスは、
私たちの社会や暮らし、政治・経済に多大な影響をもたらし、1 年
余りを経た今も収束の見通しは立っていません。誰もが等しくコ
ロナの脅威にさらされる中、AAR Japan［難民を助ける会］は昨年
来、国内外 14 カ国で難民や障がい者、貧困家庭など特に弱い立場
にある人々を支援してきました。そうした取り組みは今、共感と支
援の輪を広げ、この危機を共に乗り越える力になっています。

          バングラデシュ

  ロヒンギャ難民が暮らすキャンプで、 手洗いの励行などコロナ感染

予防を呼び掛けるとともに、 家庭内暴力や児童婚、 月経衛生、 子育

てなどの悩みやリスクに関する講習会・座談会を行っています。 また、

ケースワーカーや心理カウンセラーによる個別支援を通じて、 より弱

い立場にある女性や子どもたちが抱えるさまざまな問題に対応し、

ストレスの緩和を図っています。

現地協力団体のボランティアに石けんを手渡す駐在員の町村美紗（バングラデシュ）

          ミャンマー

  昨年5月以降、 コロナの影響で収入が減少した障がい児家庭30

世帯に米や豆類、 缶詰などの食料のほか、 マスクや消毒液を毎月届

けています。 さらに、 自宅にこもりがちな障がい児のためにビデオ

電話によるリハビリ指導を行うとともに、 家族が専門家に代わって

歩行訓練などのリハビリを施せるように、 その方法を説明した冊子

を作って配付しました。

イタリア

特集

　　　　　トルコ

  感染拡大によって経済的な影響を受けたシリア難

民 3,000 世帯を対象に、 スーパーマーケットで食

料や生活用品の購入に使える電子マネーを緊急配

付。 外出制限や休校が長期的に続いていることで、

難民の家族の精神的負担も増しているため、 親子

向けの心理カウンセリングを実施したほか、 子ども

たちに家で遊べるおもちゃセットを届けました。

　　　　　日本

   全国各地の障がい福祉施設 ・ 障がい関連団体、 患

者会約 2,800 カ所、 約 14 万人に対し、 マスクや消

毒液などの衛生用品を届けるとともに、 テレワークや

オンライン会議の導入に必要な通信環境の整備を支援

しました。 また、 コロナ禍で受託業務が減った福祉作

業所の仕事の機会を創出するため、 全国の福祉施設

に配付する衛生用品の梱包・発送作業を委託しました。

　　　　　ウガンダ
  南スーダン難民居住地でマスクの手作り講座を実

施し、 難民たちは身近に手に入る布やひもなどの

材料を使ったマスクの作り方を学びました。 ウガン

ダではマスクの需要が高く、 値段も高騰している

ため、 買うのは容易ではありません。 この取り組

みで感染予防の大切さが改めて認識されたほか、

手作りしたマスクを販売することで難民の生計の足

しにもなっています。 　
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　世界の難民 ・ 避難民を新型コロナウイルス感染から守ろうと、 AAR

は 「Save with Art ポスターデザイン展示会」 を昨年 12 月に東京、

今年 1~2 月に佐賀で開催し、 多くの方々が来場しました。 AAR 事

業地の難民・避難民にコロナの正しい情報と予防策を伝えるとともに、

日本国内でも難民支援への関心を広げようと呼び掛けたデザイン公

募には、 国内外 6 カ国から 156 点の作品が寄せられ、 最優秀賞を

はじめ 31 点が入賞しました。 入賞者の中には、 ヨルダン在住のパレ

スチナ難民の男性もいます。

　これらのデザインをもとに、 手洗いやソーシャルディスタンスの大切さ

を視覚的に伝えるポスターを作成し、 AAR が活動するバングラデシュ

のロヒンギャ難民キャンプ、 ウガンダの南スーダン難民居住地などに

展示して、 衛生啓発活動に役立てています。 最優秀賞・ 優秀賞の

10 作品ご紹介します （敬称略）。
※東京の展示会はギャラリーてんにご協力いただきました。

1 アブアルハイジャ ・アラア

2 石川 聖佳

3 小川 清勇

4 佐々木 貴宏

5 澤木 拓瑠

6 田村 貞夫

7 富永 康太

8 中村 夏生

9 みやざき あけ美

（五十音順）

坂東 栄里佳

AAR のウェブサイトで佳作、

協力賞、 特別賞の作品も公開

しています。 ぜひご覧ください。

AAR　受賞作品

with ArtaveS ポスターデザイン受賞作品

1 2 3

4 5 6

7 8 9
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南スーダンやソマリア難民などの子どもたちに

布マスクを配付 （ケニア）

石けんなどの衛生用品を受け取った家族 （アフガニスタン）

特集 コロナ禍の世界とつながる
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東日本大震災

あの日から10 年
一人ひとりが願う未来の実現に向けて
東日本大震災から10 年目の3.11を控えた2月27日にオンラインシンポジウムを開催。
被災地の方々が望む「これから」のために私たちに何ができるのか、
ご参加いただいた約100 名の皆さんとともに考える充実した2 時間となりました。
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“災害は日常の先にある。
　　　普段のつながりで減災を”

AAR による緊急支援の炊き出し（2011 年 3 月）

国際地雷デー

コロナも地雷も予防 ： アフガニスタン

　AAR が参加する 「地雷禁止国際

キャンペーン」 （ICBL） の最新報告に

よると、 2019 年に確認された地雷 ・

不発弾などによる死傷者は 55 カ国 ・

地域で 5,554 人に上り、 子どもを含

む多くの一般市民が犠牲になってい

ます。 地雷の被害者が最も多いのは

アフガニスタンの 1,538 人、 次いで

シリア 1,125 人、 ミャンマー 358 人

の順です。 また、 政情不安が続くア

フリカの内陸国マリは 345 人と死傷

者が急増しています。 2019 年の死

傷者の合計は 2013 年の 3,457 人

と比べて6 割増えています。

「大
震
災
を
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い
出
し
た
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ポラリスの田口ひろみ代表理事（左）から
被害状況を聞く AAR の大原真一郎

REPORT

　AAR はアフガニスタンで 2002 年

以降、 地雷 ・ 不発弾に加え、 近年深

刻化する手製の即席爆発装置 （IED）

の被害を防ぐための回避教育を実施

しています。 同国でも昨年来、 新型コ

ロナウイルス感染が広がり、 多くの子

どもたちが集まる講習会の開催が難

しくなりました。

　そこで、 AAR はアフガニスタン政府

地雷対策局と協力し、 コロナ感染予

防と地雷回避の両方を呼び掛けるポ

スターを作成しました （写真）。 コロナ

については、 手洗いやステイホームな

どの大切さをイラストで伝えています。

ポスターは村々に配布され、 安全で

健康な暮らしを守る意識を高めるの

に役立てられています。

4月4日は国連の 「地雷に関する啓発および地雷除去支援のため

の国際デー」です。 世界では今も地雷・不発弾による犠牲が絶えず、

危険から身を守る回避教育は重要な意味を持っています。 左上 : 小山貴氏（ひまわり会すてっぷ施設長）
右上 : 及川志保氏（日本産業カウンセラー協会東北支部
          養成講座部部長）
左下 : 舘岡恵氏（西会津ワクワク子ども塾参加者）
右下 : 野際紗綾子（AAR 支援事業部マネージャー）

（小山氏）

AAR 理事長の長有紀枝
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　公益財団法人イオンワンパーセントクラブは、 東日本大

震災復興支援の一環として 「障がい者ものづくり応援募

金」を2月6日から3月7日まで実施。全国のイオングルー

プ店舗 （一部を除く） に募金箱を設置し、 お寄せいただ

いた募金に同財団が一定額を上乗せしたうえで、 AAR

が実施する福祉施設への支援にご寄付くださいました。

「障がい者ものづくり
応援募金」からのご寄付

　AAR は国際理解教育 ・ 啓発活動の一環として、 学校

での出前授業、 大学生 ・ 社会人向けの講演を実施して

います。 新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、 オン

ライン方式の授業 ・ 講義を積極的に開催し、 全国各地

からもアクセスしやすく、 利用しやすいとご好評をいただ

いています。

　紛争 ・ 難民問題、 地雷対策などさまざまな分野の活

動経験と知見を持つ職員がいます。 ご関心のあるテー

マに関して、 専門性を有する職員が分かりやすく解説い 

たします。 テーマや時間など、 ご希望に合わせて対応可

能です。 学校の国際理解教育に限らず、 企業 ・ 団体や

社会人グループの学習会などでもご活用いただけます。

お気軽にお問い合わせください。

国際理解オンライン授業 ・ 講演を
ご利用ください

東京都内の高校でのオンライン授業の様子

チャリティコンサート

ベートーベンの弦楽四重奏

　オランダのロイヤル・コンセルトヘボウ管弦楽団第一ヴァ

イオリン奏者の岩田恵子氏率いるカルテットをお招きし

ます。 生誕 250 周年を迎えたベートーベンの弦楽四重

奏をお楽しみください。

日 時 ： 2021 年 6 月 20 日 （日） 14:00 開演 (13:30 開場 )

会 場 ： 銀座 ・ 王子ホール （東京都中央区銀座 4-7-5）

料 金 ： 全席指定 4,000 円 ( 別途、 送料 ・ 手数料 500 円 )

お申し込みは AAR のホームページから、

または東京事務局までお電話ください。

　遺言によって、 ご自身の財産の一

部またはすべてを法定相続人以外

の特定の個人・ 団体に譲り渡すこと

を 「遺贈」 といいます。 「次の世代

に想いを引き継ぎたい」 と、 団体へ

の寄付をお考えになる方が増えてい

ます。 遺贈先に AAR をご指定いた

だければ、 温かいお気持ちは海外 ・ 国内の難民や障が

い者支援、被災者支援に生かされます。ご希望の方には、

遺贈寄付の方法をまとめたパンフレットをお送りします。

どんなことでもお気軽にご相談ください。

遺贈寄付のご相談はお気軽に

リニューアルした AAR News の 「春」 号をお届けします。 イベントのご案内、 ご寄付の紹介などの情報は

ホームページでもご覧いただけます。 今後は季刊として年 4 回の発行になります。

INFORMATION

編集担当より

 次号は2021年 7 月上旬にお届け予定です。

03‐5423‐4511
info@aarjapan.gr.jp

各種お問い合わせ ・ お申し込み先

　　　AAR 東京事務局 （平日 10 時～18 時）

　株式会社日清製粉グループ本社は、「日本でコロナの

影響を受けている方々に役立てほしい」 と、 AAR の新

型コロナウイルス対策支援にご寄付いただきました。 同

社は、 東日本大震災で被災した障がい福祉作業所の焼

き菓子開発での協働をきっかけに、 長年にわたり AAR

をご支援くださっています。

日清製粉グループより

コロナ対策支援に


